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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成20年4月10日(2008.4.10)

【公開番号】特開2002-275598(P2002-275598A)
【公開日】平成14年9月25日(2002.9.25)
【出願番号】特願2001-75166(P2001-75166)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   9/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   1/053    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０３Ｄ
   Ｂ２２Ｆ   9/04    　　　Ｄ
   Ｂ２２Ｆ   9/04    　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｆ   1/04    　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月27日(2008.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
上記の実施例１～４と比較例１～３に記載した合金Ａについて、希土類磁石合金塊を水素
雰囲気下に置いた瞬間から該合金塊が水素吸蔵可能量の１％を吸蔵する時点までの時間間
隔Ｔ、該合金塊の水素吸蔵速度の最大値ｒｍａｘとＢＨｍａｘとの関係を示したグラフを
それぞれ図５（ａ）（ｂ）に示す。図５（ａ）（ｂ）で●は実施例１～４の結果を示し、
□は比較例１～３の結果を示す。この図５（ａ）（ｂ）から、Ｔが１００～１８００秒の
範囲内にあり、且つ、ｒｍａｘが１．２×１０-4～１．５×１０-3質量％／秒の範囲内に
ある合金塊から製造された磁石の特性が、範囲外の合金塊から製造された磁石よりもより
高特性を示していることが分かる。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
上記の実施例５～８と比較例４～６に記載した合金Ｂについて、希土類磁石合金塊を水素
雰囲気下に置いた瞬間から該合金塊が水素吸蔵可能量の１％を吸蔵する時点までの時間間
隔Ｔ、該合金塊の水素吸蔵速度の最大値ｒｍａｘとＢＨｍａｘとの関係を示したグラフを
それぞれ図６（ａ）（ｂ）に示す。図６（ａ）（ｂ）で●は実施例５～８の結果を示し、
□は比較例４～６の結果を示す。この図６（ａ）（ｂ）から、Ｔが１００～１８００秒の
範囲内にあり、且つ、ｒｍａｘが１．２×１０-4～１．５×１０-3質量％／秒の範囲内に
ある合金塊から製造された磁石の特性が、範囲外の合金塊から製造された磁石よりもより
高特性を示していることが分かる。
 
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
上記の実施例９～１２と比較例７～９に記載した合金Ｃについて、希土類磁石合金塊を水
素雰囲気下に置いた瞬間から該合金塊が水素吸蔵可能量の１％を吸蔵する時点までの時間
間隔Ｔ、該合金塊の水素吸蔵速度の最大値ｒｍａｘとＢＨｍａｘとの関係を示したグラフ
をそれぞれ図７（ａ）（ｂ）に示す。図７（ａ）（ｂ）で●は実施例９～１２の結果を示
し、□は比較例７～９の結果を示す。この図７（ａ）（ｂ）から、Ｔが１００～１８００
秒の範囲内にあり、且つ、ｒｍａｘが１．２×１０-4～１．５×１０-3質量％／秒の範囲
内にある合金塊から製造された磁石の特性が、範囲外の合金塊から製造された磁石よりも
より高特性を示していることが分かる。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
上記の実施例１３～１６と比較例１０～１２に記載した合金Ｄについて、希土類磁石合金
塊を水素雰囲気下に置いた瞬間から該合金塊が水素吸蔵可能量の１％を吸蔵する時点まで
の時間間隔Ｔ、該合金塊の水素吸蔵速度の最大値ｒｍａｘとＢＨｍａｘとの関係を示した
グラフをそれぞれ図８（ａ）（ｂ）に示す。図８（ａ）（ｂ）で●は実施例１３～１６の
結果を示し、□は比較例１０～１２の結果を示す。この図８（ａ）（ｂ）から、Ｔが２０
０～２４００秒の範囲内にあり、且つ、ｒｍａｘが１．０×１０-4～１．２×１０-3質量
％／秒の範囲内にある合金塊から製造された磁石の特性が、範囲外の合金塊から製造され
た磁石よりもより高特性を示していることが分かる。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３８】
上記の実施例１７～２０と比較例１３～１５に記載した合金Ｅについて、希土類磁石合金
塊を水素雰囲気下に置いた瞬間から該合金塊が水素吸蔵可能量の１％を吸蔵する時点まで
の時間間隔Ｔ、該合金塊の水素吸蔵速度の最大値ｒｍａｘとＢＨｍａｘとの関係を示した
グラフをそれぞれ図９（ａ）（ｂ）に示す。図９（ａ）（ｂ）で●は実施例１７～２０の
結果を示し、□は比較例１３～１５の結果を示す。この図９（ａ）（ｂ）から、Ｔが２０
０～２４００秒の範囲内にあり、且つ、ｒｍａｘが１．０×１０-4～１．２×１０-3質量
％／秒の範囲内にある合金塊から製造された磁石の特性が、範囲外の合金塊から製造され
た磁石よりもより高特性を示していることが分かる。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５３】
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上記の実施例２１～２４と比較例１６～１８に記載した合金Ｆについて、希土類磁石合金
塊を水素雰囲気下に置いた瞬間から該合金塊が水素吸蔵可能量の１％を吸蔵する時点まで
の時間間隔Ｔ、該合金塊の水素吸蔵速度の最大値ｒｍａｘとＢＨｍａｘとの関係を示した
グラフをそれぞれ図１０（ａ）（ｂ）に示す。図１０（ａ）（ｂ）で●は実施例２１～２
４の結果を示し、□は比較例１６～１８の結果を示す。この図１０（ａ）（ｂ）から、Ｔ
が２００～２４００秒の範囲内にあり、且つ、ｒｍａｘが１．０×１０-4～１．２×１０
-3質量％／秒の範囲内にある合金塊から製造された磁石の特性が、範囲外の合金塊から製
造された磁石よりもより高特性を示していることが分かる。
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